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防府市（令和７年度消防費2,310,977千円）

・人口及び世帯数については防府市の地区別人口統計による

（令和７年１２月末日現在）

人　　　　　口 111,758 人

面　　　　　積 189.34 ㎢

世　　帯　　数 56,858 世帯

    は　じ　め　に

・面積は、国土地理院が公表している数値を掲載

1

※　防府市消防本部管轄内の市勢

この年報は、令和７年１月から令和７年１２月における防府市消防本部管轄内の火災・救

急・救助活動等の消防業務について、その状況をまとめたものです。



4 火災による死傷者

火災による死傷者は、死者１人、負傷者１人となっている。

2

火　災　の　部

◎ 火災の概況

1 管内の火災件数は前年を上回る

2 損害額は増加

3 出火原因の内訳

令和７年の火災発生件数は３８件で、前年の火災発生件数(２０件)と比較して１８件の

増加となっている。その内訳は、令和６年の建物火災９件、車両火災５件、その他の火災

６件に対して、令和７年は建物火災１７件（８件増）、車両火災５件（増減なし）、その

他の火災１６件（１０件増）となっている。

令和７年の火災による損害額は６１，５６５千円で、前年の１９，２７６千円と比較し

て４２，２８９千円の増となっている。なお、建物火災の損害額は５８，８０５千円で、

損害額全体の９６％を占めている。

令和７年の主な出火原因は、｢たばこ｣、「その他」が６件で並び、「たき火」４件、

「火入れ」３件、「電気機器」、「配線器具」が２件で並んでいる。
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第１表　火災発生状況（前年との比較）
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全損：

1

建物（収容物を含む。以下半損、小損において同じ）の火災損害額がり災前
の評価額の70％以上のものをいう。

半損： 建物の火災損害額が、り災前の建物評価額の 20％以上で全損に該当しない

1 1

小損： 建物の火災損害額が、り災前の建物評価額の20％未満をいう。

4
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第４表　月別り災世帯数及びり災人員
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 第３表　火災種別原因別出火件数
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 第２表　火災種別月別出火件数



不 明 ・ 調 査 中 9 1 1 1 1 1 1 3
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放 火 の 疑 い 1 1
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 第５表　時間帯別原因別出火件数
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負 傷 者 5 3 9 6 1

6

り 災 世 帯 数 13 15 14 11 17

り 災 人 員 24 39 38 17 28

死 者 1 1 1 1

建 物 焼 損 床 面 積
867 771 1,052 313 695

（㎡）
建 物 焼 損 表 面 積

57 82 100 93 42
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林 野 焼 損 面 積
1 2 6

（ａ）
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損
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額
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林 野 1 44

建 物 11 17 22 9
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5 5
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林 野

 第６表　過去５か年の火災発生状況



7

小 野 3 1

右 田 3 2 1 4

玉 祖 2 2 24,059

富 海

2 1,381

野 島

西 浦 3 1 1 1 8,329

大 道 4 1 3 401

牟 礼 2 1 1 5

向 島 1 1 2,777

三 田 尻 6 1 2 3 653

華 陽 1 1 11

華 城 6 4 2 17,684

合 計 38 17 5 16 61,565 61603

宮 市 7 4 1 2 6,261

火災種別
損害額合　計 建　物 林　野 車　両 船　舶 その他

地区別
（千円）

 第７表　地区別火災発生状況



救　急　の　部

1 出動件数及び搬送人員

2 事故種別搬送人員では急病が１位

4 救急救命士の特定行為実施状況

3 全搬送人員の約７割が６５歳以上

救急の概況◎

8

総出動件数は５，５２６件、搬送人員は４，４６３人で、昨年に比べて出動件数が２７件の減、搬送人員は２０１

人の減となった。また、１日の平均出動件数は１５.１件、１日の平均搬送人員は１２.２人であり、１日の最多出動

件数は２８件、１日の最少出動件数は５件であった。

事故種別搬送人員は、例年と同様に急病が２，７５３人でトップとなり、全搬送人員４，４６３人に占める割

合は６１.７％と昨年の６１.０％より０.７ポイント増となった。次いで一般負傷６８８人(１５．４％)､転院搬送

６５９人(１４.８％)の順となっている。

搬送人員を年齢別で見ると、高齢者が３，１５２人､次いで成人の１，０３７人となっており、

６５歳以上の高齢者が全体の７０．６％を占めている。

救急救命士による特定行為等の救命処置実施状況について、その内訳は・・・

器具を使用した気道確保８６人(内、気管挿管７５人)､静脈路確保９１人（内、ショック輸液３

人、ブドウ糖投与６人）、除細動１４人、薬剤投与７９人

であった。

なお、令和７年の時点で、救急現場で気管挿管を行える救急救命士が２２人、薬剤投与を行え

る救急救命士が２７人、拡大２行為を行える救急救命士が２７人となっている。

＊ 拡大２行為とは、

・心肺停止前の重度傷病者に対する静脈路確保及び輸液（ショック輸液）

・血糖測定並びに低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与（ブドウ糖投与）
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第８表　事故種別救急出動件数（過去10年間）

年 年 年 年 年

合 計 4,494 4,469 4,682 4,554

4 5 6 7

事故種別 年 年 年 年 年

28 29 30 元 2 3

4 4 34 18 27

自 然 災 害

火 災 1 3 8 5 4

4,253 4,475 5,147 5,245 5,553 5,526

1 4 6 6 1

交 通 事 故 420 397 372 340

水 難 5 2 1 1

1 1 1

49 53 38 39 59

運 動 競 技 42 61 52 73

労 働 災 害 29 36 40 43 46

298 307 313 282 309 292

704 799 802 871 802

加 害 17 20 14 25

一 般 負 傷 668 716 727 700 692

68 54 76 43 42 78

39 28 45 34 34

急 病 2,741 2,680 2,908 2,832

自 損 行 為 33 34 37 41 36

10 12 22 13 18 14

575 686 662 740 718

9

そ の 他 538 520 524 494 525

2,572 2,729 3,162 3,319 3,476 3,501
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第９表　事故種別月別救急出動件数及び搬送人員

3,501 718

人員 4,463 1 197 55

292 59 78 802 14 34
合計

件数 5,526 27 1

89 7 354 56

人員 430
１月

件数 542 2 25 5 4

71 688 10 24 2,753 664

7 65 1 321 76

278 52

２月
件数 497 4 18 5

15 5 3 73 4

69 1 3 326 60

人員 417

67

３月
件数 493 4 19 1 10

4 7 59 1 258人員 410 14

12 74 1 1 277 55

268 55

４月
件数 446 23 3

18 1 11 60 1 3

65 1 1 238 66

人員 330

52

５月
件数 396 1 20 4

3 11 65 1 1 212人員 356 11

6 53 1 5 238 53

190 64

６月
件数 383 23 4

12 5 57 1 1

51 1 301 58

人員 377

51

７月
件数 466 4 35 10 6

4 7 44 2 193人員 314 13

8 58 2 1 304 60

240 52

８月
件数 475 1 35 6

25 8 6 45 1

54 1 3 280 53

人員 333

54

９月
件数 428 2 25 5 5

6 6 49 2 1 235人員 375 22

5 70 1 4 281 74

216 45

10月
件数 484 4 36 9

16 5 4 43 1 3

73 2 4 269 51

人員 349

71

11月
件数 426 1 1 13 8 4

9 4 62 1 3 205人員 380 1 24

7 81 3 4 312 56

208 49

12月
件数 490 4 20 3

10 8 5 67 2

52

10

2 2 64 2 3 250人員 392 17



金 土 日
区　分

合 計 5,526 818 798 805 762

第10表　事故種別曜日別出動件数

曜　日
合  計 月 火 水 木

2 2 5

自 然 災 害

852 719 772

火 災 27 6 6 4 2

交 通 事 故 292 36 42 46 41 47 43 37

水 難 事 故 1 1

7 25

一 般 負 傷 802 129 103 125 103 112 116

8 5 3

運 動 競 技 78 13 18 4 4 7

労 働 災 害 59 12 9 14 8

4 5 4

急 病 3,501 489 495 493 496 517

自 損 事 故 34 11 2 4 4

114

加 害 14 3 1 2 1 4 3

45

第11表　事故種別時間帯別搬送人員
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2 ～ 4 147

0 ～ 2 162 1

71 688 10 24 2,753 664

23 1 3 118 6

6 ～ 8 308

121 2

4 ～ 6 158 7

5 1 17 1

109 361 84

10 ～ 12 694

221 9

8 ～ 10 604 30 9 11

14 3 1 58 2

82 1 287 141

14 ～ 16 463 1

369 170

12 ～ 14 569 26 11 21

22 13 26 92 2

73 2 2 277 92

18 ～ 20 389

258 87

16 ～ 18 476 26 2 2

22 13 7 74 1

22 ～ 24 170

265 32

20 ～ 22 323 18 1

22 2 2 61 1 4

128 10

223 22

11

4 1 20 2 5

55 1 3
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第12表-1　事故種別年齢区分別搬送人員
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一

般

負

傷

1 1 9

2,753 664

新 生 児 11

197 55 71 688 10 24

4 49 13

成 人 1,037 1 101

8

少 年 118 14 23 15

20 116乳 幼 児 145 1

1 6 1,990 500

凡　例

新 生 児 生 後 28 日 未 満 の 者

134

高 齢 者 3,152 81 13 1 560

42 47 92 9 14 597

高 齢 者 満 65 歳 以 上 の 者

12

乳 幼 児 生後 28日以上満 7歳未満の者

少 年 満７歳以上満 18歳未満 の者

成 人 満 18歳以上満 65歳未満 の者



第12表-2  事故種別年齢区分別搬送人員（詳細）
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11 398 2 12 1,256 306

13 53 8

計 125

76 12

女 74

3 14

19 10 1 3 29 10

51 14

10～19 男 85 13

19 24 11 1 5

2 5 101 22

20～29 男 97

4

計 185 1 29 13 8 4

5 1 2 22女 40 6

1 1 5 46 16

計 162

55 6

女 88 1 13 2 3

16 11 5 3 1

7 11 2 3 46 8

91 24

30～39 男 87 6 4

12 4 8 16 2 5

1 1 114 21

40～49 男 129

16

計 196 20 6 22 11

1 5 2 45女 75 6

5 1 1 46 3

計 278

68 18

女 67 10 1

10 5 22 6

6 19 2 1 105 30

165 36

50～59 男 186 12 11

22 12 7 33 2 1

2 1 261 61

60～69 男 271

6

計 415 27 8 1 54

1 1 14 60女 92 10

20 86 22

計 930

175 39

女 144 14 2

13 6 1 34 2 1

70 3 373 75

590 137

70～79 男 547 16 10

32 12 154 5

1 1,251 329

80歳以上 男 870

62

計 1,993 33 1 378

2 84 2 217女 383 16

255 681 169

13

570 160

女 1,123 17 1

16 123 1



：

：

：

：

：

火 災 1 1

そ の 他

合 計 4,463 111 144 2,547 1,661

第13表　事故種別傷病程度別搬送人員

種別 傷 病 程 度 区 分

区　分 合 計 死 亡 重 症 中 等 症 軽 症

労 働 災 害 55 1 26 28

交 通 事 故 197 2 5 70 120

水 難 事 故

自 然 災 害

自 損 行 為 24 5 1 10 8

加 害 10 4 6

一 般 負 傷 688 3 4 394 287

運 動 競 技 71 39 32

凡　例
死 亡 初診時において、死亡が確認されたもの

重 症 傷病の程度が３週間以上の入院加療を必要とするもの

中 等 症 傷病の程度が入院を必要とするもので重症に至らないもの

そ の 他 664 1 59 545 59

急 病 2,753 100 74 1,458 1,121

道 路 そ の 他

区　分
入 場 所

合 計 4,463 2,445 1,490 126 359

軽 症 傷病の程度が入院を必要としないもの

そ の 他 医師の診断がないもの及び「その他の場所」へ搬送したもの

第14表　発生場所別搬送人員

発生場所
合 計 住 宅

公 衆 出
仕 事 場

1

一 般 負 傷 688 420 144 9 92 23

交 通 事 故 197 6 7 1 182

43

急 病 2,753 1,989 601 69 77 17

2

14

そ の 他 825 30 738 47 8



※覚知から病院収容までの所要時間

平  均
所  要

事故種別
時  間
（分）

合 計 5,526 18 309 3,882

第15表　現場到着所要時間別出動件数

区 分
合 計 ３分未満

３分以上
５分未満

５分以上
10分未満

10分以上
20分未満

20分以上

8 8.7

交 通 事 故 292 2 18 201 68 3 8.6

1,297 20 8.2

急 病 3,501 8 133 2,471 881

10 分 20 分 30 分 60 分 平 均

第16表　収容所要時間別搬送人員

区　分

合  計
10 分 以 上 以 上

7 8.8

そ の 他 931 8 118 667 136 2 7.3

一 般 負 傷 802 40 543 212

時 間

事故種別 未 満 未 満 未 満 未 満 （分）

以 上 以 上 120 分 所 要
未 満 20 分 30 分 60 分 120分 以 上

8 41.1

急 病 2,753 13 440 1,922 376

合 計 4,463 62 1,027 2,838 528

そ の 他 825 46 504 226

44.8

一般負傷 688 2 67 536 80 3 45.1

2 43.0

交通事故 197 1 16 154 26

46 3 31.5

15



そ の 他
処　置

処 置 件 数 合 計 17,045 10,938 731 2,315 3,061

第17表　救急隊員の行った応急処置件数

事故種別
合 計 急 病 交 通 事 故 一般負傷

人 工 呼 吸 4 2 1 1

固 定 109 4 46 26 33

止 血 54 9 5 32 8

心 肺 蘇 生 114 105 1 3 5

う ち 自 動

心 臓 マ ッ サ ー ジ

気 道 確 保 125 113 2 4 6

酸 素 吸 入 838 597 9 34 198

う ち 自 動 64 61 3

そ の 他 3,665 2,250 165 559 691

被 覆 138 9 27 90 12

保 温 158 106 4 18 30

2

経鼻エアウェイ

1

拡

大

応

急

処

置

外 瘻 2 1 1

そ の 他 44

在
宅
療
法

点 滴 4 3

38 4

血 圧 測 定 4,238 2,577 196 668 797

ショックパンツ

喉 頭 鏡 ・ 鉗 子 1 1

心 電 図 2,163 1,612 41 157 353

血中酸素飽和度 4,273 2,613 193 666 801

聴 診 器 775 583 38 47 107

6 6

1

静 脈 路 確 保 91 83 2 2 4

除 細 動 14 13

薬 剤 投 与 79 72 1

16

気 管 挿 管 75 70 2 3

救
命
士
実
施 ラリンゲアル等 11 10 1

2 4

ブドウ糖投与



事故種別

署所別

交 通 事 故 一 般 負 傷 そ の 他
開設主体別

合 計 4,463 2,753 197 688 825

第18表　事故種別医療機関別搬送人員

告
示
別

事故種別
合 計 急 病

1,211 53 131 571

公 的 20 4 16

救
急
告
示
医
療
機
関

国 立 39 7 1 31

公 立 1,966

小 計 4,353 2,682 193 672 806

188

診 療 所

私
　

的

病 院 2,328 1,460 140 540

2

公 立 1 1
そ
の
他
医
療
機
関

国 立 2

公 的

96 68 4 15 9

小 計 110 71 19

そ の 他 の 場 所

802 14 34 3,501 718

4 16

私
　

的

病 院 11 3 1 7

診 療 所

※ その他の場所 ： 整骨院等や医療機関へ収容する目的でヘリポート等へ中継搬送

                      した場合をいう。（ドクターヘリを使用した場合を除く。）

第19表　署所別出動件数及び搬送人員

そ

の

他

合　計
件数 5,526 27 1 292 59 78

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

合

計

火

災

自

然

災

害

水

難

事

故

交

通

事

故

70 464 11 23 1,906 566

664

本　　署
件数 3,259 17 1 177 24

55 71 688 10 24 2,753人員 4,463 1 197

176 1 8 735 95

人員 919 1

525

西部出張所
件数 1,125 8 76 18 8

23 67 410 9 16 1,483人員 2,653 120

162 2 3 860 57

606 88

東部出張所
件数 1,142 2 39 17

50 16 4 148 6

51

17

16 130 1 2 664人員 891 27



交通事故に伴う救助出動が第1位

　 救　助　の　部

3

◎

1 救助出動件数

2 救助活動件数と救助人員

救助の概要

令和７年の救助出動件数は５１件で、昨年と比べて３件の減となった。

18

出動件数５１件のうち、実際に救助活動を実施した件数は３３件で、救助人員は４４人であった。

救助出動件数５１件のうち、交通事故による出動が２３件で、全件数の約４５％を占めている。
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そ
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の
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内
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宅

1
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3 2

1

区
　
分
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場
所

出動件数

活動件数

救助人員
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計
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第20表　事故種別救助活動の状況

出 動 件 数

事故種別

区　分

合

計

活 動 件 数

44

第21表　発生場所別救助活動の状況

救 助 人 員

51

33

19



1 ▲ 5 ▲ 2

1

11 0

1

救 助 工 作 車

は し ご 自 動 車

指 揮 車

救 急 自 動 車

化 学 消 防 車

そ の 他

消 防 団 車 両

ヘ リ コ プ タ ー

増
・

減 救 助 人 員

7

消防ポンプ自動車 16

2

2

36

1

12

6

建
物
等
に
よ
る
事
故

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故

破

裂

事

故

水

難

事

故

そ

の

他

3

機

械

に

よ

る

事

故

2

20 3

1

交

通

事

故

6

8

13

21

9

6

合

計

57 2 30

救 助 人 員 44

火

災

51 2

1 15

2

23

1

33 2 20

3

1

9

2 2

4

交

通

事

故

2

1

54

44

風
水
害
等
自
然
災
害

1

8

218 2

112146 2

66

13

4

第23表　事故種別出動件数・救助人員の状況

▲ 3 2

Ｒ

Ｒ

年
　

別

事故種別

区　分

出 動 件 数

11

1 1

9

区　分

第22表　事故種別出動車両の状況

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故

建
物
等
に
よ
る
事
故

機

械

に

よ

る

事

故

そ

の

他

合

計

事故種別 火

災

50

破

裂

事

故

21 515

水

難

事

故

112

風
水
害
等
自
然
災
害

合 計

20

22

救 助 人 員

出 動 件 数

1

6

出 動 件 数 ▲ 3

5

3

6

▲ 8

15

▲ 72

9 1

2

4

2

11

1



13 5 15

10 12 4 15

1 1

9 9 5 6

5 4 3 5

5 4 3 6

3 1 1

2 1

2 1

18 13 11 16

19 14

2 10 3

1

1 1 1

26 18 22 22

9

8

6

1

1

2

13

8

8

2

1

1

1

1

11

51

33

44

51 47 52 54

38 33 27 39

39 33 28 44

活動件数

救助人員

出動件数

火災

10 13 15 21

10

活動件数

出動件数

活動件数

救助人員

出動件数

出動件数

2 4 7 5

2 2 6 3

2

2

2

1

23

交通事故

第24表　過去５年間の救助出動状況

年　　別

事 故 種 別

9 20

出動件数

活動件数

出動件数

活動件数

令
和
７
年

令
和
６
年

12

15

1

自然災害事故

救助人員

出動件数

活動件数

救助人員

出動件数

活動件数

合計

救助人員

救助人員

出動件数

活動件数

救助人員

救助人員

1 1

1 1

その他

水難事故

救助人員

ガス及び酸欠事故

建物等による事故

機械による事故

活動件数

21

令
和
３
年

令
和
２
年

令
和
５
年


